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2022年度JECK総会開催(2022。04,23)
4月23日に、 2022年度JECK総会を、初めての対面・ZOOM Mee†-

魚名震ぢi墨諦薄催搭余勢誓紫夕蒜講書晶で

態欝鵠擬諾鰯美
氏の紹介、短時間ではあったが懇親会が行われた。

2O22年度JECK夏季フォーラム開催(2022,08,21)

露菩署盤認諾嵩蕊緒ざら蹴菩提謹話諾㍗儲許諾と結し辛等磐
食べられている淡水魚を中間宿主として人間に寄生する寄生虫が胆管ガンの原因となり、この根本的な対策は教育であると講演した。
小林氏は、南極越冬隊員の経験から、 「南極観測から見えること」と題して、 ①夏の昭和基地は土木建築現場、 ②観測隊は社会の縮
図、 ③南極の氷雪から地球の過去を知ることができる等経験者でなければわからない興味深い南極の話を熱く語った。

SDG sよこはまCIIY2022夏に参加(2022,07,02)
SDGsよこはまCI TY2021秋、 2O22冬に続きSDGsよこはまCI TY2022夏に参加した。

今回は、黒川会員のご好意により用意された自前のZ○○Mアカウントを使用して、若林理事長の挨拶に続き、内田勝巳、服部孝政
両会員がオンラインで講演した。
内田勝巳:ミャンマーの地方開発の現状　一過去の対ミャンマーODAの経験を振り返って
服部孝政:ウガンダ共和国ルウェロ県における米栽培普及活動について

閏国語頴田
藍遊園閏園田

籠鱗請を
7月に実施していたところ受理さ
れ、 I O月末に給付されることに
なった。
NPO法人JECKとしては初めての

横浜市からの助成金であるため、初
回給付の上限が5万円と決められて

歓迎言　新入会員紹介
下記5氏が入会しました(敬称略　入会順)

高木冬太:立命館大学大学院経済学研究科　環境影響評価、廃棄物処理、漁業振興
林薫:文教大学国際理解学科教授、 GIobaI Deveiopmen† Ne†work理事、外務省第3評価主任

小林正幸:日本極地研究振興会理事、元南極越冬隊々員、微気象観測システムコンサルタント
今泉卓:陶芸家、陶芸工房及び展示ギャラiノー卓獣同店主、パラグアイで陶芸技術指導中
大橋知徳:ユネスコ・アジア文化センターで識字教育政策に従事、パキスタン赴任中

写真左より

高木冬太　小林正幸

今泉卓　　大橋知穂

話 はら月も
していた英会
師クーパー・

長子先生を迎え再開し、初回6月
I4日の参加者はi2名であった。

(q月度はコロナ蔓延のため中断)

OJECK新役貝JICA横浜センターを島牧訪問(2O22.O5.2ら)新役員5名が訪問し、 JECKの近況報告、今年度計画について懇談した。

○横浜かファンド組織基盤強化支援会譜(2022.07.I2)横浜市市民局とのZ○○M会議で提案、アドバイスを受けた。
OJECK講座「国際協力の現場」開講　今年の講座が、明治学院大学(2O22.O8.23) ,関東学院大学(2O22.Oq.26)で開講された。
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理事長就任ご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若林敏雄

NPO法人JECKは設立後、 3年あまりを経過しましたが、組織基盤は強固なものとは言い難く、新型コロナの影

響もあり新しい事業を獲得するに至っていません。今後の2年間、これまでと同様に海外及び国内関連事業に分
けて、事業を継続しつつ、 i)組織基盤の強化として、会員数の増大と組織活動の活性化を図り、 2)英知を結

集して新規事業の獲得を図っていきたいと考えています。更に、組織としてJICA、県や市の自治体、大学や外部

団体等の行事には積極的に参加していきます。特に、会員の皆様からのご意見やご協力を得ながら、地域におけ

るJECK事業や活動の推進に努力したいと思いますので　ご指導、ご鞭撞下さいますようお願い致します。

副理事長就任ご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田勝巳

この度、副理事長を拝命し国内事業関係を担当することとか)ました。長い間、名ばかり会員だったのですが、JECKの

NPO法人化を契機に、当時の福田理事長からお声掛けをいただき、 202O年度から会計担当理事としてJECKの活動に参

画してきました。この間、コロナ禍のなかでオンライン会議を中心とした活動となってきましたが、役員を始めとする会員の皆

様のJECKへの熱い思いを知り、副理事長としての責任の重さを感じています。JECK活動の大きな柱となっている大学にお

う言　ける国際理解教育事業を特続発展させていくことを中’t"こJECKの活動を支えていきたいと考えています。会員の皆様の積
詰極的なご参加とご支援を宜しくお願いします。

副理事長就任ご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田勲

監事就任ご挨拶

監事就任ご挨拶

前期に引き続き副理事長を担当させていただくことになりましたが、新型コロナ問題が長いトンネルからやっと抜けだし、
経済活動再開の兆しが見える段階になって、本年度はエクアドル支援事業を本格的に活動させたいと思います。

また、JICA中小企業・SDGsビジネス支援事業の制度改編と共に、中小企業の海外進出を支援するお手伝いができるよ

う、案件を精査していきたいと思います。

会員の皆様の優れた国際感覚、見識を活かし、他団体との連携によるコラボレーションでJECKの総合力が一層発揮出来

るような体制を築きあげたいと考えますので、ご教示、ご協力をお願い致します。

加藤博通
一昨年来新型コロナ感染症蔓延防止に明け暮れるなか、 NPO法人JECKも創設3年目を迎え着実にその基盤を固めつ

つある。

NPO法人は一般企業と異か)その活動は同法に規定された20種類の分野に限られ、JECKは「国際協力」 「外国人の職

業訓練」 「国際理解教育及びその基礎となる語学教育」等の事業を行うことにより、国内外の人々に貢献し、ひいては国益
に資することを目的とする。

監事として、その活動を「会計監査」とともに「業務監査」をすることにより、有効、適切な業務執行に資することに努めた
い。

福田　信一郎
20O3年夏任国から帰国し、翌2OO4年I月創立I年の旧JECKに入会しました。以来本年3月まで理事、副理事長、理

事長、相談役の任に当たってきました。

今回NPO法人であるJECKの監事に任命された機会に「NPO監事ハンドブソク」の主要部分を開いてみました。監事監

査の3つの任務は①業務監査、②会計監査、③不正行為及び重大違反の発見です。これらの任務を遂行するために理事
や会員の皆様から独立した存在であることが求められます。この重要な任務遂行に小職のJECKでの運営への努力と経験

生かせれば幸いです。

今後監事という役目柄皆様と今迄と違った接し方をする場合が有るかもしれませんが、今後とも宜しくお願い致します。

事務局長就任ご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大平一昭

20I7年、202〇年に続いて3回目の事務局を担当することになりました。

最初の20i 7年度は無我夢中でしたが、それなりの努力を重ね、以前よりは効率よく業務を処理できていると思っていま
した。しかし「そつなくこなす」ということはマンネリ化ではないか?改革を避けているのではないか?と反省し、初心に戻り、

会員及び役員のサポート、JECK運営の円滑化に努めます。会員諸氏のご協力を切望いたします。

理事業務分担表

氏　名 �%99hｼik��氏　名 �%99hｼik��

若林敏雄 凉ﾘ駟+x��k韭�ｧx���XｧxﾗXﾜ��9D8�"�小泉由紀子 ��i%99h����檠�(ｻ8��

内田勝巳 兀ｹyﾘ駟+x��ｭi8ﾈｧx���XｧxﾗXﾜ��9D8�"�小林一 丶8､�hｼh�Y(h抦ｮ仂h辷�4�6�6�485X�ｲ�

松田勲 兀ｹyﾘ駟+x��､8､�hｼi%99b�フレディ アルミホス �4x4�4�6�8ｸ馼ｼi�ｩD2�
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◇初めての海外、東ティモールへ
私が初めて海外に行ったのは大学i年生の時でした。

当時の私は国際協力サークルに入っており、そのサー
クルで夏休みに東ティモーで活動することになったの
かきっかけです。

ご存じの方も多いかと思いますが、東ティモールは
2002年に独立をした国で、それまでインドネシ
立のための紛争を行っていました。出発前に紛争
について書かれた本を読み、私の中で東ティモールの
イメージは「貧しくてかわいそう」というものでし
た。

モ

ディリの空港に降り立った時の事は、今でも思
ます。初めての南国の空気感に高揚感と緊張が
っていました。空港からはすぐさま活動地で

スパロスという町に移
した。ロスパロスは東
一ルの東の端にあり、

車で5時間程度かかります。

移動中の車の窓から見るも
の、感じるもの全てが新鮮で
した。照りつける南の国の日
差し、熱を帯びた風、エメラ
ルドグリーンの海、紛争時に
焼かれてしまった山々、とこ　　東ティモールの海岸風景
ろどころ壊れている道路、ト
タン屋根の家々…。日本では
見たことのない風景でした。

◇のどかな町ロスパロスで国際協力

首都ディリから車を走らせること5時間、目的地であ
るロスパロスに着きました。東ティモールの中では大
きな町とのことですが、日本のイメージだと「山間の
村の中心地」といった規模感
でした。

道を歩いていると、外国人
が珍しいのか沢山の子供たち
が「写真とって!」と言って近
づいてきます。 i度写真を撮る
ごとに子供たちは盛り上がり
ます。大人の人たちも、どこ
か穏やかで、のんびりと暮ら
しているように見えました。

しかし、当時の東ティモー
ルでは、失業率が高くなかな
ませんでした。そこで所属し
クセサリーの作り方を伝えて

ロスパロスの子供

か現金収入の機会があり
ていたサークルでは、ア
出来たアクセサリーを

東ティモール国内、あるいは日本で販売し、そのお金
を現地に還元するという活動を行いました。 「ただモ
ノをあげるのではなく、現地の人々の自立のため、ア
クセサリー作りを通した現金収入でサポートする」と
いう考えの下で、実施していました。

◇生きている限り、続いていくもの

東ティモールに滞在
と、だんだんと仲の良
も出来てきました。仲
と、いろんなことを話

人
どう圭二_

」　ヽ　　Y　　　ノ　′し/　〇、　ヽ-　ヽ-　く」　ローコ　ヽ.ノ　　ヽ　ヽ　「i　}

るようになります。中にはイン
ドネシアとの独立のための紛争
のことを、話してくれる人もい
ました。

紛争時には多くの東ティモー
ル人か虐殺されたと言われてい
ます。そのため、東ティモール

紛争の壁画を見る少年

の人に話を聞くと、身の回りの誰かは紛争の犠牲に
なっています。

残酷な話もあるのですが、そんな話を聞きながら、
私は「インドネシアの事を恨んだりしないのだろう

3

か?」と疑問に思いました。
そこで仲良くなった方に話を
聞くと、 「インドネシアを恨
まない」という答えが返って
きました。なぜなら、今を大
切に生き残った人で生きてい
くことが大切だと、話してく
れるのです。

このように話してくれる東
ティモールの方々に私は感銘を受けました。なぜ恨み
を捨てることか出来るのだろうか。どうして、幸い過
去を背負ってでも今を大切に生きていくことが出来る
のだろうか。まるで、日本で生きている自分がちっぽ
けな人間に思えました。

同時にこういう声も聞きました。 「東ティモールで
起きた悲劇を忘れないでほしい」という声です。世界
の人々から忘れられることが、一番怖いと言います。
この話を聞いたとき、大きな悲劇は過去になることは
ないのだな、と思いました。悲しみや苦しみは薄れる
ことはあっても、消えるものではないのだ。その人に
とっては、生きている限り続いていくものであると。

◇現地のためとは何なのか?

夏休みの間の活動を通して、 「現地のカになるため
には、夏休みだけ行って活動
するだけではなく、継続
活動が必要なんじ

いう話が、サー ルの
ました。夏休みだけ行
、東ティモールの人々
るだけでは、やはり足

いし私たち日本側の思い込み
も多くなってしまいます。そ
れでは現地のカになれない。
大学I年生だった私も、そのよ
うな意見を持ちました。

活動風景

その後、サークルは組織体制をしっかりするためNPO
法人格を取得しました。また資金の面では、 JICA草の
根技術協力事業に採択され、日本人2名を現地駐在員と
して派遣し、現地の人々に寄り添った国際協力を目指
しました。

現地駐在員を派遣すると、その2人を通して現地の
人々の色んな声を聞くことが出来るようになりまし
た。しかし、すぐに試練が訪れます。東ティモールの
治安悪化が原因で、日本人に退避勧告が出てしまいま
す。そのため、日本人の現地駐在員も日本に帰国しな
ければならなくなりました。

現地駐在員がいない中でも、どうにか電話やメール
などの遠隔操作で事業を継続しましたが、そのやり方
だと見えなくなるものが多くなります。現地に寄り
添ったことをしなければならないのに、現地とのコ
ミュニケーションが大幅に減ってしまったのてす。
そういう状態で、日本で活動していると、本当に現

地の役に立っているのか分からなくなります。現場の
情報が少ない中で何かを決定することは、日本の側の
身勝手な判断に陥る原因にもなるかと思います。どう
にか3年間の草の根事業を終えることは出来ました
が、私個人としては、プロジェクトを通して様々な課
題を感じることになりました。

このようなことを、初めての海外である東ティモー
ルで経験しました。昔話をしてしまいましたが、この
経験は今の仕事にもつながっており、現在はJICA職員
として草の根技術協力事業に関わっております。私自
身が草の根技術協力事業の実施団体として経験したこ
とを、 JICA職員としても生かしていきたいと思う次第
てす。

*なかの・たかゆき」iCA横浜センター　市民参加協力課主事
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i.夏の昭和基地は土木建築現場

南極と聞いて思い浮かべるのは、見渡す限

りの白い大陸・・・多くの方がそう思うかも知

れません。

昭和基地傭撤

南極大陸は日本の約37倍の面積の大きな大

陸ですが、昭和基地は大陸上にはなく4kmほど

離れた島(東オングル島)にあります、海に囲

まれているので、気温も大陸程下がらず、夏は

すっかり雪が解けて地面が見えます。

溺　　　　　　　　　　　　　　　欒

夏の作業風景

地面が見えているIか月ほどのわずかな期間

が昭和基地の維持管理に欠かせない土木建築の

作業現場と化し、初めて夏の昭和基地に降り立
つ「白い大陸」に憧れてきた隊員は、その光景

に驚かされます。

2.観測隊は社会の縮図

昭和基地は独立した一つの街と言えます。

日本では見えないところで誰かがやってくれて

4

いた水や電気、廃棄物の処理等、設備の建設

から維持・メンテナンスまで限られた隊員で

やらなければなりません。そのため、機械・

建築・電気・通信・環境保全関連の隊員の多
くはメーカーから派遣されています。

そして隊員の健康に直結する医者や調理担

当等、わずかI5名の隊員が出身や年齢に関

わらずそれぞれが「プロ」としてお互いにリ

スペクトし助け合いながら基地の生活基盤を

整えています。それが機能することで初めて

観測が成り立ちます。

昭和基地はまさに生活に欠かせない社会イ
ンフラの縮図とも言えます。

3.地球の過去を知る

南極大陸を覆う氷の厚さは平均2,430mと

言われています。最大氷厚は4,8q7mで、氷

の量は世界の雪と氷の約q割を占めていて北

極とともに大気循環の冷源として大きな機能
を持っています。

南極大陸の氷は過去の降雪が圧密されて氷
になり、それが堆積したものです。南極大陸

は海に向かって緩やかに傾斜しているので、

氷は海に向かって徐々に押し出されていま

す。海に到達して大陸から離脱したものが、

テーブル型氷山となります。
一方、等高線の頂部付近は氷の流動が少な

く、過去から現在までの氷が垂直に堆積して
いると考えられます。そこでボーリングをし

て基盤までの氷のコアを得ることで過去から

現在までの空気を得ることができます。この

空気の中には大気成分の他、様々な物質が冷

凍保存されています。過去に地球規模で起
こった噴火による火山灰や核実験で放出され

た放射性物質等も確認することができます。

日本隊は2007年に3025mの深さまでの

氷床掘削に成功し、地球のタイムカプセルと

も言える現在から72万年前までの氷が得ら

れました。現在、日本の観測隊ではIOO万年

前までのサンプルを得るべく、南極大陸内陸

部の新たな場所での掘削計画が進められてい
ます。

本稿は、 2O22.08.2Iに開催されたJECK夏季フォー

ラムで講演された。

*こぼやし・まさゆき　専門分野:気象通信、南極観測、微

気象観測システム　　現職: (公財)日本無線協会試験部調

査役、 (公財)日本極地研究振興会理事



立命館大学経済学部では、 1998年以降毎年、タイ国

立開発行政研究院からの協力を得てタイ国におけるス

タディーツアーを実施してきた。 COVID-19により、

2019年を最後に、本プログラムは休止されていたが、

2022年に実施を再開することとなった。 」ECKの会員で

もある立命館大学経済学部黒川清登教授が学生与名を引

率し、 2022年8月16日から26日まで活動を実施した。

タイ国では、コンケン大学の教員と学生らの協力を

得て、コンケーン県で実施されるプロジェクトを1週間

で9つ見学した。本会報では、そのうちの3つに焦点を

当てて報告する。

BanchobSripa教授　写真後列中央の左の男性)

1つ目は、コンケン大学BanchobSripa教授によって実

施されるタイ肝吸虫症撲滅のプロジェクトである。コ
ンケーンをはじめとするタイ北東部やラオスでは淡水

魚料理の生食習慣があり、それがタイ肝吸虫症の主た

る感染原因とされている。また合併症として、胆管癌
の発症リスクもありコンケーンでは平均より3倍以上の

担管癌患者がみられる。生食習慣に加え、コンケーン

にあるしawaしakeは肝吸虫の主な生息地でもあること

が、その原因として考えられる。

対策として、病院への技

術協力や訪問教育、ガイド
ラインの作成等を実施して
いる。成果としてLawav川age

のタイ肝吸虫症有病率が3年

で67%から16%に減少したこ

とが報告されたが、コミュ
ニティレベルでの改善であ

り、完全撲滅のためには、

広域協力や外部機関との連

携の必要性が強調された。

我が国も、日本住血吸虫病
の克服やこれまでの技術協

力の歴史から、貢献できる
のではないだろうか。

2つ目に紹介したい事業は、

与

コンケン大学でのプレゼン

Nong Nang-kwan v川age

の養殖漁場の見学である。この地域はかつて海であっ

たことから、湖の塩分濃度が高くシーバスが生息でき

る環境にある。これは他の地域では確認できず彼らに

とって貴重な資源となっている。また、彼らは地域集

団を経済的に豊かにするために尽力していることも興
味深い。強固な地縁的結合が、この目的意識を固め、
シーバスの活用等イノベーションが起こったのではな

いだろうか。このような地域の有志、信頼性、規範、

特産品の存在は内発的発展に必要であり、持続的な開
発の現場を確認することができた。一方で課題もあ

る。例えば、有志らの引退や関係人口の衰退はイノ
ベーションの機会喪失につながる。このため近年注目

されるのは、地域と外部の力が混合したネオ内発的発

展である。

この内部の力と外部の力を上手く活用した事業を最

後に紹介したい。それは、 Khon Chim sub-districtのせん

べい工場を訪問した際に発見したものである。ここで

も、 」u Saithipという女性リーダーは、血縁的もしくは

地縁的な関係にある従業員の収入拡大を事業の第一目
的としていた。また、タイの伝統的な製菓であるせん
べいに独自の加工技術で付加価値をつけ、地域の特産

品として確立した点も、先に紹介した養殖の事例と類

似している。一方で相違点として、外部との連携があ
る。彼女らはトヨタソーシャルイノベーションという

トヨタが実施する事業に採択され、カイゼンの導入に

より、生産の効率化を可能にした。 「タイを草の根か

」iCAでのプレゼンテーション

ら強くしたい」という両者の目的意識が上手く合致した

ため、内部と外部の協働が上手く機能したと考えられ

る。よって、新たなイノベーションが起こり、より持続

的な発展を可能にしたのだろう。

以上の報告を、 」ICAタイ事務所でもさせていただい

た。 」ICA職員にとっても新鮮な話題を共有でき、嬉しく

思うと同時に、今後の外部アクターの存在として」iCAか

ら日本の有志がタイで活躍できることに期待したい。ま

た、 」iCAタイ事務所所長森田隆博氏も強調したように、
これからは双方での協力の時代である。タイの有志が、

日本の社会問題解決に貢献することもあわせて期待した
い。

*たかぎ・とうた　立命館大学大学院経済学研究科在学中　専攻

分野:環境影響評価、廃棄物処理、漁業振興、地域経済学とりわ
け島唄開発途上国における環境・経済問題



皆様、初めまして。高木浩志と申します。

立命館大学経済学部に在籍中(20I3‾20I8年)に

JECK会員の黒川清登先生のゼミに所属をしてお

り、そのご縁で昨年度JECKに入会しました。

大学卒業後は総合人材サービ
スを展開する株式会社ネオキャ
Iノアに入社し、海外事業部に配

属され、 20I8年8月から2022

年7月末までの約4年間海外で
勤務をし、日本、タイ、ベトナ

ムの日系、外資系含めて累計

I ,000社以上の企業様へ人材採

用コンサルティングサービスを行ってきました。

今回は貴重なこの寄稿の機会を活用し、私の海外
での経験を皆さまに少し紹介させていただきたいと

思います。

20I8・8へ2020.I2タイ・チョンプリ/バンコク

最初の配属地はタイのチョンブリ県でした(バン
コクから東に3時間程)。チョンブi八景丁OYOTAを

はじめ、日系メーカーの工場が多く集まる工業団地
エリアです。

毎日2-3件工場に訪問し、エンジニアなどの採用

支援を行っていました。日本で使用していた製品が

製造されて
いる現場に

実際に訪問

することが

出来たこと

は非常に良
い経験とな

りました。

Iか月

程、チョン

ブリで勤務

した後にバンコクに異動し、 202〇年i2月まで約2

年半勤務しました。言語の違いはもちろん、文化や

考え方の違いに戸惑い、最初は上手くいかないこと
も多くありましたが、まずは社内のスタッフやクラ

イアントのタイ人と仲良くなることを意識し、関係

弼調書田圃

構築に重点を置いてコミュニケーションを取ったこ

とで徐々に仕事を上手く遂行できるようになりまし

た。タイ人とはドライではなく、ウェットなコミュ

ニケーションをl(i掛けた方が上手くいくということ

がタイでの教訓です

202 i.OIへ2022.07現在

ベトナム・ハノイ、タイでの仕事の成果が評価さ

れ、 202I年I月にベトナムのハノイに拠点責任者

として異動しました。

当時私は社会人経験3年目でしたが、 i5名を超

えるベトナム人スタッフをマネジメントするという

大きなミッションを持ち、日々プレッシャーを感じ

ながら働いていました。幸いにも、ベトナム人ス

タッフはみな真面目で仕事における成長意欲が高

く、自立した人が多かったの

で、思っていた程マネジメン

トで苦労することはなかった

です。
一方で、当時はコロナウイ

ルスの感染がベトナム国内で

広がっており、 2か月以上に

及ぶロックダウン(原則外出禁

止)など、行動制限で仕事にも

大きくマイナス影響が出てい

たため、その対応には非常に苦労をしました。

有望なビジネス市場として世界から投資を受けて
いるベトナムで実際にベトナム人と働くことが出来

た経験は私の財産となりました。

今後について

今年のq月に日本のコンサルティングファームに

転職しました。海タトで培った経験も活かしつつ、よ

り会社経営に近い業務の支援を行い、更なるスキ
ルアップを目指していきたいと考えています。

また、その傍らでJECKなどの活動を通じて今後

社会で活躍する志の高い若者の支援も行いたいと

思っています。今後ともよろしくお願いいたしま

す。

*たかぎ・ひろし　立命館大学経済学部国際経済学科卒業

海外赴任国:タイ、ベトナム　現職:株式会社ベイカカレン
ト・コンサルティング勤務

JECKのホームページ

編集後記 

COVIDIq蔓延下、JECKの活動も制限を受けた。制約された条件下の会員の活動を、ニュースページで報告する。P2には、新役 
員のご挨拶、P3には横浜JICAセンターでお世話になっている中野さんから現在のJICAでの活動の原点となった東ティモールでの 
活動、P4,P5では、夏季フォーラムでの講演内容(タイでのフィールド研究報告、南極越冬経験)、P6には、最近の若者は海外 
志向が少ないといわれているが、大学卒業直後から海外で活躍した高木さんの報告等バリエーションに富む記事を掲載できた。 

会報　4〇号にも会員の投稿をお待ちしています。 
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